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第5章 管路および水路の流れ

① 急拡大や急縮小管、弁などが取り付けられて
いる管路全体の圧力損失を理解する。
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この章のポイント
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5.1 管路における損失ヘッド (p124)
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ヘッドが生じる

している部分でも損失り、急小さくなったり断面積が大きくなった

る部分、また路の入口や曲がってい管摩擦損失以外に、管

。が大きいと考えられるが大きいほど流体抵抗損失係数

する。験的に定めた値を利用は損失係数といい、実
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〔練習問題 1〕
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 ッド管路形状による損失ヘ管摩擦損失全損失ヘッド

〔解〕

とする。ただし、管摩擦係数

を求めなさい。ヘッド

全損失として流速を管の内径

個ある。途中にエルボが管路の全長

る。路を通して放水してい図のような水槽から管
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数は管路形状による損失係
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第7章 物体の抵抗と翼

① 流れの中に置かれた物体に作用する抗力
を理解する。
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この章のポイント

第6章 流体測定法 (p165～215)省略
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7.1 流れの中にある物体の抵抗(p216)
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とすれば抵抗係数した物体の面積

流れに垂直な面に投影速度流体の密度は抗力

抗力）が発生する。抵抗の和である抵抗（表面の摩擦による摩擦

力抵抗と物体体表面の圧力による圧流体中の物体には、物
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ピトー管 (p59)

第3章 流体運動の基礎理論(Pitot Tube)
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となるまた

い、速度はこの点をよどみ点とい

き止められ、点①において流れはせ
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表 7.1 三次元の抵抗係数(p218)



〔例題1〕p218
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とする。

空気密度は抵抗係数は抵抗を求めよ。ただし

の風によって受けるの煙突が風速高さ直径
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〔練習問題 1〕
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とする。計算せよ。空気の密度の抗力の何倍になるか

空気中るときの抗力が、静止の向かい風が吹いていまた、

。るときの抗力を求めよで静止空気中を直進す

の自動車が時速抗力係数車体の投影面積
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エアディフレクター

自動車の種類 抵抗係数:CD

乗用車 0.3～0.5

トラック 0.4～0.6

バス 0.5～0.8

二輪車 0.6～0.9

アドバンス･カー 0.15～0.3
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あるから、している状態と同じで

動車が静止の一様な空気流中に自流速〔解〕

かる。倍に増加することがわよって、抗力は

に加算すればよいので向かい風の速度を流速

力は、で吹いている場合の抗また、向かい風が
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演習問題 (p258)
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問 ２，３

第4章 流体摩擦および境界層



演習問題 2 (p.258)
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とする。形板の抵抗係数と同じ建物の抵抗係数は長方

密度はらか。ただし、空気の建物の受ける抵抗は幾付けるとき

の台風が真横に吹き風速の建物に幅高さ
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演習問題 3 (p.258)

57

とする。の場合の抵抗係数

、全開無視しできるものとしパラシュートの重さは

空気の密度だしの終速度を求めよ。た利用して降下する場合

のパラシュートをの人間が直径重量
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が等しいと考えると抗力体重〔解〕
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表 7.1 三次元の抵抗係数(p218)


